
単位認定、学位認定、成績評価の基準（大学として統一方針） 

 

○神戸大学教学規則（抜粋） 

 

(成績評価基準) 

第30条 各学部は，各授業における学習目標や目標達成のための授業の方法及び計画を明示する

とともに，学生の授業への取組状況等を考慮した多元的な成績評価基準を定め，公表するものとする。 

 

(単位の授与) 

第31条 一の授業科目を履修した者に対しては，試験の上，単位を与える。ただし，第32条第4項の授

業科目については，各学部規則で定める方法により学修の成果を評価して単位を与えることができる。 

 

(単位の基準) 

第32条 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，1単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外

に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲で各学部規則で定める時間の授業をも

って1単位とする。 

(2) 実験，実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲で各学部規則で定める時間の授

業をもって1単位とする。ただし，芸術等の分野における個人指導による実技の授業については，当

該学部規則で定める時間の授業をもって1単位とすることができる。 

(3) 一の授業について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち2以上の方法の併用により行う場合に

ついては，その組み合わせに応じ，前2号に規定する基準を考慮して各学部規則で定める時間の授

業をもって1単位とする。 

 

2 前項各号の規定にかかわらず，全学共通授業科目(履修規則で定める全学に共通する授業科目を

いう。)については，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって1単位とする。 

(2) 演習，実験，実習及び実技については，30時間の授業をもって1単位とする。 

(3) 一の授業について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち2以上の方法の併用により行う場合に

ついては，その組み合わせに応じ，前2号に規定する基準を考慮して別に定める時間の授業をもって

1単位とする。 

 

3 第1項の規定にかかわらず，日本語等授業科目については，30時間の授業をもって1単位とする。 

 

4 第1項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，研究指導等の授業科目については，これらの学

修の成果を評価して単位を授与することが適当と認められる場合には，これらに必要な学修等を考慮

して，単位数を各学部規則で定めることができる。 

 

(卒業要件) 

第48条 卒業の要件は，第22条に定める期間在学し，124単位(医学部医学科にあっては，188単位。

以下同じ。)以上を各学部規則の定めるところにより修得することとする。 

 

2 前項の規定により卒業の要件として修得すべき124単位のうち，第27条第2項の授業の方法により

修得する単位数は60単位を超えないものとする。ただし，124単位を超える単位数を卒業の要件として

いる場合においては，同条第1項に規定する授業により64単位(医学部医学科にあっては，128単位)



以上を修得しているときは，60単位を超えることができることとする。 

 

(学士の学位授与) 

第49条 前条の規定により，学部所定の課程を修めて本学を卒業した者に対しては，学士の学位を授

与する。 

 

(修士課程及び前期課程の修了要件) 

第67条 修士課程及び前期課程の修了要件は，当該課程に2年 (人間発達環境学研究科人間発達

専攻(1年履修コース)にあっては，1年) 以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を

受けた上，当該課程の目的に応じ修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終

試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，当該

課程に1年以上在学すれば足りるものとする。 

 

(博士課程の修了要件) 

第68条 博士課程(医学研究科の博士課程を除く。)の修了要件は，後期課程に3年以上在学し，所定

の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格すること

とする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，当該課程に1年(2年

未満の在学期間をもって修士課程又は前期課程を修了した者にあっては，当該在学期間を含めて3

年)以上在学すれば足りるものとする。 

 

2 前項の規定にかかわらず，施行規則第156条の規定により大学院への入学資格に関し修士の学位

若しくは専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を修了

した者が，博士課程の後期3年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院(専門職

大学院を除く。以下この項において同じ。)に3年(専門職大学院設置基準第18条第1項の法科大学院

の課程を修了した者にあっては，2年)以上在学し，必要な研究指導を受けた上，当該大学院の行う博

士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げ

た者については，大学院に1年(標準修業年限が1年以上2年未満の専門職学位課程を修了した者に

あっては，3年から当該1年以上2年未満の期間を減じた期間)以上在学すれば足りるものとする。 

 

3 医学研究科の博士課程の修了要件は，当該課程に4年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，

必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期

間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，当該課程に3年以上在学すれば足りるものと

する。 

 

(専門職学位課程の修了要件) 

第69条 専門職学位課程(法科大学院を除く。以下この条において同じ。)の修了要件は，当該課程に

2年(2年以外の標準修業年限を定める研究科，専攻又は学生の履修上の区分にあっては，当該標準

修業年限)以上在学し，所定の単位を修得することとする。 

 

2 専門職学位課程の在学期間に関しては，第75条の規定により認定された入学前の既修得単位(法

第102条第1項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。)を，当該単位数，その修得に

要した期間その他を勘案して当該課程の標準修業年限の2分の1を超えない範囲で研究科が定める

期間在学したものとみなすことができる。ただし，この場合においても，当該課程に少なくとも1年以上

在学するものとする。 

 

3 法科大学院の修了要件は，当該課程に3年以上在学し，所定の単位を修得することとする。 



 

4 法科大学院の在学期間については，第75条の規定により認定された入学前の既修得単位(法第

102条第1項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。)を，当該単位数，その修得に要

した期間その他を勘案して1年を超えない範囲で研究科が定める期間在学したものとみなすことがで

きる。 

 

5 法科大学院は，法学の基礎的な学識を有すると認める者に関しては，第3項に規定する在学期間

については，前項の規定により在学したものとみなす期間と合わせて1年を超えない範囲で研究科が

認める期間在学したものと，第3項に規定する単位については，第74条及び第75条の規定により修得

したものとみなす単位数と合わせて30単位を超えない範囲で研究科が認める単位を修得したものとみ

なすことができる。ただし，93単位を超える単位の修得を修了要件とする場合は，その超える部分の単

位数に限り，研究科が認める範囲で，30単位を超えてみなすことができる。 

 

(学位論文及び最終試験) 

第70条 学位論文及び最終試験に関することは，学位規程に定めるところによる。 

 

(修士及び博士の学位並びに専門職学位の授与) 

第71条 各研究科において，所定の課程を修了した者に対しては，その課程に応じて修士若し

くは博士の学位又は専門職学位を授与する。 

 

2 前項の学位に関することは，学位規程に定めるところによる。 

 

○神戸大学共通細則（抜粋） 

(成績) 

第4条 授業科目の成績は，100点を満点として次の区分により評価し，秀，優，良及び可を合

格，不可を不合格とする。 

 秀（90点以上） 

 優（80点以上90点未満） 

 良（70点以上80点未満） 

 可（60点以上70点未満） 

不可（60点未満） 

 

2 秀，優，良，可及び不可の評価基準は，次の各号のとおりとする。 

(1) 秀 学修の目標を達成し，特に優れた成果を収めている。 

(2) 優 学修の目標を達成し，優れた成果を収めている。 

(3) 良 学修の目標を達成し，良好な成果を収めている。 

(4) 可 学修の目標を達成している。 

(5) 不可 学修の目標を達成していない。 


